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サテライトつちうら第１弾
第 23 回泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル

ハイスクール会議 ～高校生が考える将来の湖沼と流域

企画運営担当 : 一般社団法人 霞ヶ浦市民協会

2018（平成 30）年７月 16 日（月・海の日）、 
「第 23 回泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル」に
おいて第 17 回世界湖沼会議（いばらき 2018)
サテライトつちうら第１弾「ハイスクール会議 ～
高校生が考える将来の湖沼と流域」を、土浦市国
民宿舎水郷・霞浦の湯前および大ホールにて開催
した。

泳げる霞ヶ浦市民フェスティバルは、1995（平
成７）年に茨城県で開催された世界湖沼会議を機
に設立された一般社団法人霞ヶ浦市民協会が、市
民や各種団体、行政、事業者とともに毎年海の日
に開催している水辺のイベントで、23 回目の今
年も約 30 団体が運営に参加、屋外ではカヌー，
キャスティングゲーム、スラックラインなどの体
験ブースや各種展示ブース、飲食ブース、移動動
物園のほか、市内及び近隣の小学生による吹奏楽
演奏、さかなクンのトークショーなどを、屋内で
は、市内及び近隣の高校６校の生徒が霞ヶ浦やそ
の流域の将来像について発表し、互いに話し合う
「ハイスクール会議」を行った。

ハイスクール会議に向けて生徒たちは、昨年12
月のキックオフ集会を皮切りに、他校との交流の
中で霞ヶ浦や流域に関する勉強会や実地研修を行
い、多様な知識や理解を深めてきた。

当日は各校ごとに、科学、化学、地学、経済、
産業、文化など多岐にわたる視点から、霞ヶ浦の
水質浄化や流域の地域経済、観光資源等への提言
等が語られ、会場は約 150 名の聴衆とともに熱気
に溢れた。ディスカッションでは黒田久雄茨城大
学教授が座長となり、生徒全員が顔を合わせなが
ら意見交換を行い、まとめられた内容をフェステ
ィバル・ステージで披露した。

次代を担う高校生たちが、身近な環境に関心を
持ち、様々な切り口で霞ヶ浦をはじめとする湖沼
や流域の将来について考え話し合ったハイスクー
ル会議は、彼らにとって貴重な経験であると同時
に、我々市民の大きな財産でもある。

▶ 会議までの合同勉強会…………………………
キックオフ集会・第１回勉強会
シンポジウム参加・第２回勉強会
実地研修

上高津貝塚、宍塚大池、湖上体験スクール
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参加高校・発表テーマ（発表順）  
● 茨城県立土浦第一高等学校

キラキラ淡水真珠で活き活き霞ヶ浦

～霞ヶ浦の富栄養化対策への新たな提言

● 茨城県立土浦第三高等学校
① 屋外に設置したビーカーに増殖するプランクトン

② 霞ヶ浦に飛行場を建設することは可能か

● 学校法人 常総学院高等学校
Kasumigaura in hexagon

● 土浦日本大学高等学校
霞ヶ浦における人間と水、科学と水との関わり

～歴史的背景とゲル化実験を通して

● つくば国際大学高等学校
身近な河川の将来像 ～新川を新たな川へ

● 茨城県立竹園高等学校
宍塚の谷津田における古代米づくりと

淡水プランクトンの季節的変動

ポスター参加校
● 茨城県立水戸第一高等学校

硫酸イオンによるpH非依存的リゾチーム活性の阻害

● 茨城県立鉾田第二高等学校
ヒメスナホリムシはなぜ人の足を噛むのか

● 茨城県立茨城東高等学校
茨城町を元気に!! We are 涸沼っ子の活動

● 茗渓学園中学校高等学校
霞ヶ浦の底泥で発電は可能か

ご協力いただいた先生方 （敬称略）
● 黒田久雄／茨城大学農学部教授

… 総合監修・講師・全講評・コーディネイト

● 福島武彦／茨城県霞ケ浦環境科学センター長
… ハイスクール会議講評

● 沼澤 篤／(一社)霞ヶ浦市民協会
… 同会研究顧問／勉強会講師・講評

● 及川ひろみ／認定NPO法人宍塚の自然と歴史の会
… 同会理事長／実地研修会講師

▶ ハイスクール会議では
第 17 回世界湖沼会議を契機に、次代を担う高校生たちが、
湖沼と流域の関わり合いや水質汚濁の現状などについて正しく理解したうえで、水環境や霞ヶ浦の諸問
題等を独自の視点で考察し、湖沼と流域の将来像とその方策等について発表・提言した。また、ディス
カッションを通して意見を交え、今後の研究や生活に活かすべく互いの認識を最大限に共有した。

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会 ○ 理事長 市村和男 ○ 茨城県土浦市中央 2-2-16 ☎ 029-821-0552

E-Mail：kcajimukyoku@dream.com ○ URL : http://www.kasumigaura.com
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霞ヶ浦の富栄養化対策への提言

土浦第一高等学校 生物部
蒲原瑞己 藤枝哲史 大島優治 萩原宏樹

櫻井颯太 清水椋介 奈良颯馬
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ハイスクール会議に参加して

茨城県立土浦第一高等学校
２年 蒲原瑞己

私たちは霞ヶ浦の富栄養化対策に淡水真珠の養

殖で使われる二枚貝，ヒレイケチョウガイ

（Hyriopsis cumingii）が使えるのではないかと

提案しました。ヒレイケチョウガイは，宍道湖で

富栄養化の改善に繋がっていると指摘されている

ヤマトシジミ（Corbicula japonica）と同様に夏

季に植物プランクトンや懸濁態有機物をろ過摂食

し，成長します。そのことから淡水真珠の養殖は，

河川によって栄養塩類が運び込まれ，餌となる植

物プランクトンが豊富に存在する入江などで行わ

れます。霞ヶ浦湖内への栄養塩類の大きな供給源

で真珠を養殖して二枚貝を育て，真珠を取り出す

時に流域外に持ち出せば，流入する栄養塩類の負

荷を軽減することになり，霞ヶ浦の富栄養化対策

に繋がります。この富栄養化対策のもう一つのメ

リットは，養殖した真珠をアクセサリーなどの製

品に加工して販売することにより地域の特産品の

創出にもつながり，地域経済への効果が期待でき

ることです。また，経済活動の一部なので浚渫や

ウェットランドの造成のように税金を使う必要も

ありません。

私は他校とのディスカッションを通して，美し

い霞ヶ浦を守るためには霞ヶ浦の恵みを水域に暮

らす我々が存分に使う必要があると思いました。

私たちは，日々霞ヶ浦に栄養塩類を供給する一方，

霞ヶ浦の水産物を恵みとして吸収（食）する機会

は非常に少なくなっています。これも霞ヶ浦の富

栄養化を進行させる一因でしょう。霞ヶ浦の水産

物をおいしくいただくことは富栄養化対策にもな

るのです。また，霞ヶ浦を観光資源として活用す

れば，霞ヶ浦はより身近な存在となり，共有財産

としての認識が深まれば環境の悪化も改善される

のではないかと思います。いつまでもみんなに愛

される美しい霞ヶ浦であって欲しいと願っていま

す。

茨城県立土浦第三高等学校
科学部：相川聖也・中島大希・西岡慎也

土浦三高からは霞ヶ浦(西浦)がよく見えるので

毎日見ている。特に真冬の朝，乾燥し透明度の良

い日に見る霞ヶ浦はとても美しい。真夏の晴れた

日には霞ヶ浦から吹いてくる風は涼しく心地よい。

そこで，この風に乗って微生物が飛来してくる可

能性があると考えて，日向と日陰に１L ビーカー

を設置してみた。昨年 12 月から設置し観察をし

ているが，今年の冬はあまりにも寒く，ビーカー

の水が凍るほどで全く微生物の繁殖は見られなか

った。3月になってやっと確認でき､その後は暖か

くなるにつれ順調に増えていった。予想ではより

暖かい日向の方が繁殖すると考えたが，日陰の方

が多く繁殖した。現時点では霞ヶ浦の微生物との

相関は見られていない。

太平洋戦争が終わるまで霞ヶ浦海軍航空隊があ

り，多くの若者が飛行訓練をしていた。また，昭
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和の初期にはツェッペリン号が飛来している。そ

のような航空機と縁の深い霞ヶ浦を飛行場として

活用できないかと考え，飛行場計画を考えてみた。

世界に誇る新明和の US-2 飛行艇を用いれば建設

費用を安く抑え，飛行場を持たない離島を結ぶ定

期便を就航させることができれば土浦市も活性化

できるのではと考えた。ただ，この研究を通して

実現には多くのハードルがあると感じた。

最後に，ハイスクール会議に参加し，多くの方々

が「泳げる霞ヶ浦」を目指し活動されていること

を知り，見た目だけでなく水もきれいな霞ヶ浦実

現に向け，本校科学部でも霞ヶ浦浄化の研究に取

り組みたいと考えた。

学校法人 常総学院高等学校
2年 五味渕達也・高橋駿之介・宮内郁弥  

1．今回のプロジェクトの概略

「霞ヶ浦の水質に問題はない」これは我々が湖

沼会議の研修会を通して判断したことである。汚

いという先入観を多くの人が持ち、１日限りのイ

ベントや釣りでしか人が集まらない霞ヶ浦の現状

を変えなければならないと我々は感じた。そこで

霞ヶ浦を利用した『茨城県観光客増加計画』を考

えた。そのため霞ヶ浦の湖上に人工島を建設し、

新たな道路のインターチェンジや湖の水を３６０

度見渡せるパノラマビューの役割を加えようと計

画した。 （高橋駿之介） 

2．今回のプロジェクトの総括

私たちは今回、三つの再建計画を打ち出すうえで

以下の事項を重視しました。

 既存の霞ケ浦の状態を大きく変えすぎないこ

と→「共生」というテーマから乖離してしま

い、その結果、看板的存在である霞ヶ浦が強

調されません。

 霞ヶ浦とその周辺の繋がりを強めること→霞

ヶ浦に限らず全国の観光名所に共通している

ことは、単にその場所が魅力的であるだけで

なく、周辺地域との一体感がそう見せている

場合がほとんどです。

 集客率を上げること→霞ヶ浦の知名度・評判

を高めるには集客率を上げる事が最優先課題

であり、人の流れができることで自ずと新た

なモノが生まれさらに多くの人が集まる好循

環が生まれます。すべての発展の根源になる

重要なポイントです。

以上の認識の上に私たちは三つの改善策を考え

ました。

 霞ヶ浦を交差するように二本の道路橋を建設

橋を通して、対角線上にある場所同士をつな

げることで、従来のようにわざわざ遠回りす

ることなく、近辺の観光スポットにアクセス

できます。以前に比べて気軽に足を運ぶこと

ができ観光客の増加が見込めます。

 水陸両用バス

同じく交通量を増やすことが目的です。ただ

敢えてバスを利用することで、道路橋だけで

は補えないような場所にも使用できます。ま

た、水陸両用なのでフレキシブルな対応がで

き多くのニーズを満たせます。水上走行の際

には、間近に湖水を体感でき霞ヶ浦の水に対

する固定観念を打破する格好の機会になると

思われます。

 湖上施設

前述の道路橋の交点に壮大な複合型施設を建

設します。海ほたるという既存の施設を基に

霞ヶ浦の特色や、個性、湖の利点を大いに生

かして他の追随を許さない施設の建設を想定

しています。

以上が、私たちの研究成果です。（五味渕達也） 
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土浦日本大学高等学校
３年 工藤優葵

私たちは、『霞ヶ浦の生物多様性を維持するため

には、何をする必要があるのか。』『自分たちは、

何ができるのか。』を考え、霞ヶ浦の富栄養化の原

因の一つである生活排水に着目し、ゲル化膜を用

いた汚染物質除去システムを提案しました。生活

排水に含まれる汚れをゲル化膜でつつむことによ

り、各家庭で処理することが可能になれば、多大

なコストを要する集中大規模処理から地域分散型

の汚染物質処理に移行することができます。また、

目に見える形で水の浄化を感じることができるた

め、人々の生活排水浄化に対する意識の変化が期

待されます。さらに、ゲル化膜の主成分である、

アルギン酸ナトリウムは食品加工にも用いられる

天然由来の成分であるため、環境に対する影響は

ありません。実験によりゲル化の条件を見つけま

した。次に、ゲル化した水をどう処理するかを思

考していました。今回のハイスクール会議を通し

て、各高校の取り組みに対する意見交換や質問な

どから、貴重なアドバイスを得ることができまし

た。私たちが、次に取り組んでいく課題がわかり

ました。

また、ハイスクール会議を通して、霞ヶ浦を理

想の姿に変えていくためには、供給、調整、文化、

基盤の四つに大別される生態系サービスについて

より深い理解が必要であるということがわかりま

した。霞ヶ浦の富栄養化が進むと水質が悪化しま

すが、完全にきれいにしてしまっては、霞ヶ浦は

栄養のない湖となってしまい、生物多様性は失わ

れてしまいます。水質の改善は急務です。同時に、

私は、主に生態系サービスにおける文化サービス

の強化も必要であると思います。霞ヶ浦には遊覧

船、水上スポーツ、佃煮などの水産加工物に代表

される観光資源がたくさんあります。今後はメデ

ィアを有効活用して霞ヶ浦の良さをたくさんの人

に認知してもらうことも必要です。そうすること

により、地元の人にとっては、今まで以上の自慢

の霞ヶ浦になります。人々に霞ヶ浦に対する意識

改善を促すことが可能です。行政の力だけでなく、

流域に住む人々の力も借りて、生物にとっても、

住民にとっても、自慢の美しい霞ヶ浦を実現する

ことがわたしの目標です。

つくば国際大学高等学校
２年 藤枝怜太

ハイスクール会議では，「泳げる霞ヶ浦を目指し

て」をサブタイトルとして始まった。泳げること

を目指すために，先ず水質を改善していかなけれ

ばならないという考えになった。

私たちつくば国際大学高校のチームは，水質改

善のために何をどうすべきかを考える上で，あま

りにも無知だった。そのために，筑波実験植物園

や霞ケ浦環境科学センター，土浦市博物館などへ

行き専門家の意見を聴いた。様々な講座を聴きに

行った。そして，「先ずは，霞ヶ浦と接続している

川をきれいにしよう。それが霞ヶ浦の水質改善に

つながるヒントにもなる」という考えに到達し，

活動を開始した。

しかし，本校には水質を評価するための測定機

器もない。「私たちにできることから取り組もう」

ということから出発した。新川の上流から下流を
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何度も往復して観察した。周辺市民にアンケート

を実施して意見を聞いた。たくさんの文献調査を

した。わからないことは専門家に聞いた。ファイ

ルが 7冊にもなった。河川再生の成功事例研究を

していると，うまくいった河川といかない河川の

違いは何なのかという疑問がわいた。

これをすれば絶対に水質が改善するという方法

はない。だからこそ，皆が協力して，時間をかけ

て少しずつ取り組んでいかなければならない。自

然環境を取り戻すということはそういうことなの

だ。今回のハイスクール会議はそのようなメッセ

ージでもあると感じた。

茨城県立竹園高等学校
２年 島末 匠

ハイスクール会議に参加した生徒による議論は、

「どうすれば現在の霞ヶ浦の水質を改善できるか」

について考えることから始まった。自然の恵み、森

林、湖の魚などを、メディアを通して伝えていく必

要がある、または生物多様性を保全、例えばブラッ

クバスなどの駆除を進めるべきだというものだ。た

だ、アメリカザリガニなどは長年日本に定住したこ

とで在来の生態系に組み込まれ、駆除不可能にまで

陥った。この例でもわかるが、急激な変化を自然は

好まない。外来種が生態系を脅かすからといって、

根こそぎ駆除する、あるいは富栄養化防止のために

汚物を完全に除去することは、自然への配慮に欠け

る行為である。

いったい、我々はどんな情報を人々に伝えていけ

ばよいのだろうか。個人が環境保全に取り組んだと

ころで何も変わらない。これまで以上にパートナー

シップが必要だ。「なぜ水質が悪化するのか。もし

くはこんなことが水質悪化につながるとか、原因と

結果を教えたほうがよい」という意見も述べられた。

ほとんどの人は行動には結果が伴うことを理解し

ていない。長い目で見ずに後先考えずに行動するの

が人間の性だ。霞ヶ浦の水質問題に関わらず、多く

の環境問題の根幹に関わるものである。

「そもそも霞ヶ浦の水は汚れているのだろうか」

という議論もあった。常総学院の調査では水は実際

に汚れておらず、ただ人々が思い込んでいるにすぎ

ないとの見解を示した。では汚れていると仮定して、

なぜ偏見が残り続けているのか。過去が払拭できな

い、思い込みが続いているとの考えが大半だったが、

人は自然を壊してしまえば元には戻らないという

考えが根底にあるのだという意見もあった。それも

あるが、現実は多くの人が自然は一度壊れても再生

する、復活すると暗黙のうちに信じているから壊し

ている気がする。

この会議のキャッチコピーには「泳げる霞ヶ浦

を目指して」とあるが、「泳げる」とは何なのか。

おそらく「泳げる」の根本には水が綺麗というの

があるだろう。環境関連の法律による解釈、視覚

的なもの、魚の成育など、様々な見方がある。「泳

げる」は一部の人間中心の見方だ。漁師から見れ

ば多少水が汚れていた方が魚の成育にはよいと考

える。定義は人それぞれ異なる。歴史とともに変

わる。ただ現在、我々がよりよい環境を目指すた

めに目標を掲げなくてはならない。目標を掲げる

ための６校による異なるアプローチでの研究であ

ると感じた。
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